
E m e r g i n g  R e s e a r c h e r
  化学・材料

金属間結合をもつ複核金属触
媒の精密設計や、光エネルギー
と遷移金属触媒を協働的に用
いた新しい高反応性活性種の
創製に基づき、従来の単核金
属触媒系では不可能な、二酸
化炭素や不活性結合の効率的

変換反応の開発に取り組んでいる。

独自の遷移金属触媒を用いた
新反応開発
鷹谷　絢　理学院

発光素子やトランジスタのよ
うな電子デバイス関連の研究
をしている。電子デバイスの
研究は非常に幅広い分野にわ
たるが、私は特に新たな機能
材料を発掘し、その固有物性
を生かして世界最高レベルの

デバイスの実現を目指している。

電子材料およびデバイス開発
KIM JUNGHWAN　科学技術創成研究院

CO2の還元や水分解反応を電
気化学的に進行させるべく、
貴金属に頼らない電極触媒の
開発を行っている。高温下で
の電気化学や機械学習を取り
入れたアプローチにより設計・
合成を行うことで、普遍元素

の電極触媒としての機能を引き出すことを
目指している。

エネルギー変換に向けた電極触媒の開発
山口　晃　物質理工学院

バイポーラ電気化学のワイヤ
レス性や傾斜電位勾配、電解
質削減などの特徴に着目し、
酸化・還元（レドックス化学）に
基づく新しい物質変換技術を開
発するとともに、有用物質合成
や機能材料創製を実現する。

レドックス化学が可能にする物質変換技術
稲木　信介　物質理工学院

プラスチックによる環境汚染
が社会的課題となる中で、使
用時には安定しており、使用
後に分解できる高分子材料の
開発が求められている。分解
性高分子の設計指針構築を目
的とし、環境に優しい高分子

材料の合成手法を開発する。

分解性プラスチックの精密合成
久保　智弘　物質理工学院

天然の生体高分子は、人工系
では到達し得ない優れた機能
物性をいともたやすく達成し
ている。私たちは、生命工学の
手法に加え、高分子化学や物理
化学、また情報科学に基づき、
生体高分子を合目的に改変・制

御し、新しい機能性ソフトマテリアルを創成
している。

バイオ高分子の合目的な材料機能創出
澤田　敏樹　物質理工学院

電子欠損性と低い電気陰性度
を特徴とするホウ素に着目し、
ホウ素の結合状態、ホウ素周
囲の空間設計、ホウ素空軌道
の集積構造などを考慮した分
子設計コンセプト=空軌道エ
ンジニアリングの探求を通じ

て、新機能創出および新反応開発に取り組ん
でいる。

空軌道エンジニアリングによる新機能創出
庄子　良晃　科学技術創成研究院

超分子化学で長い間研究されて
きたインターロック分子の一つ
である、ロタキサンの特異な構
造を利用した超分子メカノフォ
アの開発を行っている。このよ
うなメカノフォアは微小な力
を可視化することができる。

ロタキサンを用いた超分子メカノフォア
相良　剛光　物質理工学院

非白金触媒、燃料電池、ポリイ
ミド、ハイパーブランチポリ
マー、有機金属錯体、炭素材料
などをキーワードとして、有
機材料を活用した固体触媒を
開発している。様々な反応を
効率良く促進する触媒の開発

を通じて、低炭素化社会の実現を目指す。

芳香族高分子・炭素材料を活用した
触媒化学
難波江　裕太　物質理工学院

陰イオン(アニオン)を複数種
含む複合アニオン物質および
電子がアニオンとして振る舞
うエレクトライドに注目し、
超伝導体および新奇の電子伝
導体、波長変換物質などの機
能性物質の探索を行っている。

アニオン制御による
新奇電子機能性材料探索
松石　聡　科学技術創成研究院

結晶性の有機半導体高分子薄膜
は、分子間相互作用とキャリア
発生を上手に制御すると電気を
流すことができる。精密な分子
設計と効率的な合成手法を駆使
して新しい有機半導体高分子を
創り出し、高性能な太陽電池や

トランジスタの実現を目指している。

高速電荷輸送を実現する
有機半導体高分子
道信　剛志　物質理工学院

革新的なセンシング手法であ
る「超分子アロステリックシグ
ナル増幅センシング(SASS)」
の新概念を提唱し、この概念
に基づく広範囲な化学セン
サーを構築している。

化学センサーを用いる
シグナル増幅センシング
福原　学　理学院

セラミックスの多彩な機能は、
構成する元素の性質だけでは
なく、どのように原子が配列
しているかという構造と密接
に関係がある。緻密な構造解
析によりセラミックスの機能
と構造の関係を明らかにし、

構造の観点から指針を決めて新材料探索を
進めている。

セラミックスの構造科学と
新材料探索
藤井　孝太郎　理学院

多様な結晶構造をもつ金属酸化
物触媒を理論と実験の両面から
合理的に設計・合成している。
新しいナノ構造制御手法を開発
することで、高選択的な酸化・
酸塩基・バイオマス変換反応な
ど各種触媒反応に対して従来

触媒を凌駕する高機能触媒を創製している。

選択的化学プロセスを実現する
金属酸化物触媒の開発
鎌田　慶吾　科学技術創成研究院

持続可能な社会の構築のため
再生可能資源の利用促進が求
められている。食糧問題とも競
合しないトウモロコシの茎な
どの非可食性バイオマスから
高付加価値化合物を合成する
固体触媒の開発を進めている。

バイオマス変換を指向した
固体触媒の開発
喜多　祐介　科学技術創成研究院

P r o f i l e s   2 0 2 3 - 2 0 2 4   
  生命理工学

全固体型電池への応用が期待
されるリチウムイオン導電体
の探索が進められているが、
物質発見の速度は遅い。本研
究では、古典的な物質探索と
機械学習を融合させることで、
効率的な新材料探索法の開拓

に取り組んでいる。

機械学習を活用した
固体電解質材料の探索
鈴木　耕太　科学技術創成研究院

有機化学的手法により核酸医
療・診断に有用な機能性分子
を創製してきた。最近では、
転写、スプライシング、翻訳
といった核酸の化学構造を改
変し生体内反応を自由自在に
操ることのできる生物活性・

医薬分子（とくに核酸医薬）の合成研究を
行っている。

遺伝子治療を指向とした
新規核酸医薬の開発
大窪　章寛　生命理工学院

従来の技術では治療困難な多
発性・びまん性のがんを低侵襲
的に治療する技術として光線
力学療法・中性子捕捉療法が注
目されている。これらの治療
技術の適用範囲を拡大すべく、
光や中性子に応答する薬物を

がんに選択的に送達する技術の開発を行っ
ている。

光・中性子応答性薬物送達技術の開発
野本　貴大　科学技術創成研究院

生体に対して低侵襲な医療材
料や技術の開発は、健康・医療
の発展において重要な課題で
ある。私達のグループでは、ナ
ノバイオ材料とエレクトロニ
クスを組み合わせることで、
次世代の医療デバイスの創製

を目指している。

ナノ・バイオ・エレクトロニクスの融合
藤枝　俊宣　生命理工学院

生物学では、物質（分子）はエ
ネルギーの流れによって組織
化されている。私は、研究室の
分子から温泉に至るまで、複
数のシステムを研究しており、
エネルギーの移動反応によっ
て組織化がどのようにコント

ロールされているのかの理解を目標として
いる。

生物学的プロセスにおける
エネルギーの流れによる組織化
Shawn McGlynn　地球生命研究所

ヒト腸内に共生する細菌の群
集構造解析を基盤とした腸内
細菌と疾患の関連性解明、食
品の発酵過程での微生物群集
構造のダイナミクス、代謝経
路データベース構築などを進
めている。バイオインフォマ

ティクスを駆使し、新たな生物学的知見の発
見を目指している。

腸内環境ダイナミクスの解明
山田　拓司　生命理工学院

移動能力を欠く植物は、絶えず
変動する環境条件に対して自
身の生理機能を適切に調節す
る必要がある。植物の機能制御
の鍵として”レドックス制御”
に注目し、その分子基盤から生
理意義までを包括的に解明し

ようとしている。

レドックスによる植物の機能制御
吉田　啓亮　科学技術創成研究院

生命現象を観たり操作するた
めの新たな光機能性分子（蛍光
プローブ、ラマンプローブ、光
増感剤など）を独自の分子設計
法に基づき開発し、生命や病
気の謎を解き明かすことを目
的とした研究を行っている。

光機能性化学プローブの開発と応用
神谷　真子　生命理工学院

植物は様々な遺伝子を発現し
機能させることによって生理
反応を制御し周囲環境の変化
に適応している。植物におけ
る新規ゲノム編集技術を開発
するとともに、それを利用す
ることによって環境応答に関

わる遺伝子の機能を解析・改変する。

植物におけるゲノム編集技術と環境応答
城所　聡　生命理工学院

我々は、細胞膜を介した物質
輸送を行う天然の膜タンパク
質から着想を得て、内部がフッ
素原子で覆われた人工チャネ
ルを開発し、それらが天然の
チャネルタンパク質を上回る
ほどの物質輸送能を実現する

ことを見出した。

内部がフッ素原子で覆われた
人工チャネルの開発
佐藤　浩平　生命理工学院

細胞が機械的な力を検出する
「メカノセンシング」につい
て、細胞膜上の張力変化に応
答して開口するPIEZOチャネ
ルに着目し研究を行っている。
特に、感覚神経と脳における
メカノセンシング機構の生理

的重要性と関連する病態の解明を目指して
いる。

メカノセンシング
～生体組織は力を感じて機能する～
野々村　恵子　生命理工学院

光の届かない深海底。そこで
は、38億年もの昔から現代テ
クノロジーをはるかに凌駕す
る効率で化学・熱・電気エネル
ギー変換が進行している。私
たちの研究室では、太古の地
球テクノロジーを紐解くこと

で生命誕生の謎に挑戦する。

生命起源の謎に迫る
中村　龍平　地球生命研究所

機能性分子や結晶性高分子が
集合化し形成するナノ構造体
の精密制御について研究して
いる。これまで、π -共役高分
子の自己集合過程を速度論的
に制御することで、結晶性ミ
セルのサイズをナノからミク

ロのスケールで精密に制御することに成功
している。

結晶性高分子の超精密自己集合
福井　智也　科学技術創成研究院

固体内イオン導電現象に基づく
エネルギー変換・貯蔵材料の探
索と機能開拓に取り組んでい
る。主に次世代蓄電デバイスで
ある全固体電池に注目し、電極
と固体電解質との界面でのイオ
ン導電機構と制御手法を明らか

にすることで、電池高性能化に貢献する。

蓄電デバイス材料の創出と機能開拓
平山　雅章　物質理工学院



  機械工学、土木工学、建築

スマート農業・林業を支える自
律作業可能な機械システムの
構築を目的に、リモートセン
シング・ロボット技術、環境回
復・未利用資源活用技術、太陽
光追尾型発電システムを利用
したその場電源供給による統

合化技術等に関する研究や社会実装を推進
している。

スマート農林業システムを
工学知から研究
高橋　秀治　工学院

ソフトマテリアルの非線形現
象、非平衡系を積極的に活用す
ることで、自律的かつ知的な仕
組みを持つソフトロボットや
ソフトマシンを創造する。ま
た、そのようなソフトロボット
やソフトマシンの複雑なシス

テムの機序解明にも挑戦している。

知的なソフトマテリアルとソフトロボット
前田　真吾　工学院

巨大地震や台風などの強風に
対して、制振構造や免震構造
といった先端技術を用いた超
高層建物の耐震・耐風設計手法
を実験や観測および解析的な
研究を通して提案している。
さらに制振・免震用ダンパーの

性能評価手法の構築も行っている。

巨大地震・台風に対する
超高層建物の設計手法
佐藤　大樹　科学技術創成研究院

鉄筋コンクリート構造物には、
安全性だけでなく、地震後の
再利用や再入居が可能である
ことが求められる。我々は、こ
のような地震後の迅速な復旧
を実現するための設計・補修方
法を見出すことに重点を置い

て研究を行っている。

新設および補修された
RC構造物の耐震性能
SHEGAY ALEKSEY VADIM　科学技術創成研究院

免震・制振構造をより創造的な
建築デザインに活用するため、
高度なデジタル技術やAIを駆
使したアルゴリズム的または
対話的な耐震設計法の開発、
実物件への適用、Webアプリ
等による社会実装に挑戦して

いる。また、新たな免震・制振構造の開発・
評価も行っている。

高度なデジタル技術と
AI による耐震設計法
寺澤　友貴　環境・社会理工学院

交通システムと情報通信技術
をより良い社会の実現に向け
て使う方法を理論とデータに
基づき研究している。 自動運
転、ライドシェアリング、コネ
クティッドカーなどの新しい
技術に特に関心をもっている。

交通工学とデータサイエンスの融合
瀬尾　亨　環境・社会理工学院

環境水や上水・下排水には様々
な化学物質、病原微生物、自
然由来の物質等が含まれるが、
それらを網羅的に検出する水
質測定技術や除去する水処理
技術を開発している。また、エ
ネルギーや環境負荷の低い持

続可能な技術の創出という観点からも研究
を進めている。

水処理技術や水質測定技術の開発
藤井　学　環境・社会理工学院

システム制御理論を駆使して、
未来のスマートなエネルギー
マネージメントシステムの実
現に貢献する先進的な課題に
挑戦している。特に、大規模
な分散制御システムにするモ
ジュラ設計理論の構築に注力

している。

システム制御理論で
エネルギーの未来を拓く
石﨑　孝幸　工学院

自動車から排出される有害物
質はその排出総量が低減され
ているが、沿道局所における
排出ガス汚染は未だに改善さ
れていない。自動車交通シス
テムにおいて「どこに」「どれ
だけの」汚染物質が排出された

のかについて、計測と数値解析からアプロー
チしている。

自動車交通システムにおける
環境負荷可視化
佐藤　進　工学院

生産年齢人口減少という社会
的課題の解決に向けて、新た
な分散協調型環境モニタリン
グ技術と人・ロボット協調制御
技術の研究を進めている。特
に、農業分野、海洋分野、エネ
ルギー分野の課題解決を目指

した異分野融合研究を実施している。

人・ロボット・システムの協調制御
畑中　健志　工学院

風の流れをコンピュータ・シ
ミュレーションにより予測する
CFD(Computational Fluid 
Dynamics)の技術を核に、建
築空間の風とそれに付随する
拡散現象によるビル風、汚染
物質や雪などの諸問題のメカ

ニズムの解明と、これに基づく対策の提案を
行っている。

建築空間の風と雪に関する諸問題への挑戦
大風　翼　環境・社会理工学院

製造現場における機械加工プ
ロセスを高度化するため、産
業用ロボットや多軸制御工作
機械に対して軌道最適化によ
る高速化・高精度化を実現す
る。具体的には、機械システム
の運動力学や振動特性を考慮

し、運動学的冗長性を活かした姿勢選択・軌
道制御を行う。

軌道最適化による
機械加工システムの高度化
田島　真吾　科学技術創成研究院

狭隘空間や高負荷外乱といっ
た極限環境では、電磁アクチュ
エータを用いた一般的なロ
ボットシステムは、十分な性
能の発揮が難しい場合がある。
このような課題を解決するた
めの新しいロボティクスの創

生に、新アクチュエータ研究の観点から取り
組んでいる。

新アクチュエータが拓く
革新的ロボティクス
難波江　裕之　工学院

機械工学と電磁気学を基盤と
して、人工心臓、人工皮膚、体
内ワイヤレス給電などの医用
メカトロニクスの開発と、体
内発電，骨格筋アクチュエー
タなど、革新的な生体組織の
工学応用を目指した研究を、

医工連携体制のもとで推進している。

医用メカトロニクス・生体利用技術の開発
土方　亘　工学院

音を使った計測であるアクティ
ブ音響計測や高度な音の観測
といったパッシブ音響計測を駆
使し、ロボットのための周辺環
境認識を目標に研究を行ってい
る。災害救助や住環境のセンシ
ングなどに応用される。

音響信号を用いた周辺環境認識
干場　功太郎　工学院
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新しいフォトニクス技術の開拓
を目標に、メタマテリアルおよ
びトポロジカルフォトニクスの
潜在的な可能性を探求している。

ナノ周期構造による
新規フォトニクス技術の開拓
雨宮　智宏　科学技術創成研究院

テラヘルツ周波数帯は次世代無
線通信など様々な用途への利用
が期待されている。本研究室で
はテラヘルツ動作が可能な極限
的電子デバイスを研究し、様々
な機能性をもたせ上記の様々な
用途に適用し実際に示すことで

テラヘルツの未来を切り開いていく。

テラヘルツエレクトロニクスと応用
鈴木　左文　工学院

センシング・コンピューティン
グ・ネットワーキングが融合した
新たな情報通信基盤の実現を目
指し、コンピュータビジョンを用
いた無線通信品質予測・制御、無
線ネットワーク上での分散協調
的な機械学習など様々な分野横

断的研究を行っている。

AIドリブンな統合知的通信ネットワーク
西尾　理志　工学院

Internet of Things (IoT) の発
展により、処理速度、消費電力・
エネルギー、セキュリティ等に関
する組み込みシステムの設計要
求が多様化している。私達のグ
ループは、ソフトウェアとハード
ウェアからの新たな組み込みシ

ステム協調設計を開拓し、次世代IoT基盤の構
築に貢献する。

次世代 IoT を支える組み込みシステム
原　祐子　工学院

先進的なビジュアルセンシング
とプロジェクションによって現実
を拡張する。鍵となるのは人間の
知覚を超越する速度。目には見
えない瞬間の把握と制御によっ
て実世界を塗り替える。

高速ビジョン・プロジェクタによる拡張現実
渡辺　義浩　工学院

言語はコミュニケーションの道
具だけではなく、思考や論理な
どの知的活動の源である。言語
学、統計学、機械学習、最近では
深層学習を取り入れながら、人間
のように言葉を操る知的なコン
ピュータの実現を目指している。

言葉を理解・生成する賢いコンピュータ
岡﨑　直観　情報理工学院

スパースモデリングや数理最適
化を駆使することで「ノイズや欠
損を伴う計測データから価値あ
る情報を解析するための信号処
理アルゴリズム」を開発してい
る。また、それらのリモートセン
シング・材料イメージング応用も

積極的に行っている。

数理の力で計測データから
価値ある情報を解析
小野　峻佑　情報理工学院

結晶成長や異種材料界面に着目
した化合物薄膜太陽電池の高性
能化技術や、ZEB/ZEH・車載と
いった応用展開を視野に入れた
軽量性・柔軟性太陽電池等の機
能開拓技術を研究している。ま
た、低温排熱を高効率変換する

低環境負荷な熱電変換材料の研究を推進して
いる。

多元系無機化合物材料とエネルギー変換素子
西村　昂人　工学院

トポロジカル絶縁体、トポロジ
カルハーフメタル、強磁性半導
体などの新材料を開発し、磁気
抵抗ランダムアクセスメモリ、
レーストラックメモリ、スピン
トランジスタなどの超低消費電
力スピントロニクスデバイスの

実現を目指している。

超消費電力スピントロニクスデバイス
PHAM NAM HAI　工学院

シリコン太陽電池の低コスト化
に向け、爆発性・毒性ガスを使用
しない製造プロセスを研究して
いる。また、シリコンとペロブ
スカイト系材料を組み合わせた
タンデム型太陽電池、光無線給
電システムの実現に向けた青色

光用の高効率受光器の開発を行っている。

高効率太陽電池と光無線給電用受光器
宮島　晋介　工学院

深層学習をはじめとした機械
学習・AI処理専用の高速ハード
ウェアの研究開発、及びその応
用に関する研究を行っている。

深層学習向け専用計算機と応用研究
中原　啓貴　工学院

ダイヤモンド内に形成されるス
ピン欠陥は量子センサとして機
能し、さらに量子ネットワーク
用の固体量子光源としての応用
が期待されている。NVセンター
を用いた高感度磁場・電場セン
サの研究およびIV族元素を用い

た新しい量子光源の研究を推進している。

ダイヤモンド量子技術
岩﨑　孝之　工学院

半導体量子コンピュータの実現
に向け、基盤技術の研究開発を
行っている。材料、デバイス、
回路、制御、システムなど幅広
い技術レイヤーを連携して、国
内外の大学や企業、研究機関と
共同で研究開発を推進している。

半導体量子コンピュータ基盤技術
小寺　哲夫　工学院

磁性体のもつ非相反性や不揮発
性といったユニークな特性を生
かして、新しい機能をもった光
デバイスを研究している。それ
を用いた光演算や光ニューロン
などの革新的な応用研究もあわ
せて行っている。

磁性体を使った新機能光デバイス
庄司　雄哉　科学技術創成研究院

無線通信のカバレッジを現在よ
りもさらに拡張し、宇宙まで展
開するための無線通信向け集積
回路や、カーボンニュートラル
時代を切り拓く無線電力伝送を
利用した、電源を必要としない
無線機の実現を目指している。

宇宙とつながる無線集積回路の研究
白根　篤史　科学技術創成研究院
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近年の天文観測により、地球サ
イズの太陽系外惑星が数多く発
見された。これらはみな地球に
似た惑星なのか？ この問いに
答えるため、惑星形成過程と惑
星を生んだ環境の解明に、理論
と最新観測データを用いて取り

組んでいる。

理論と最新天文観測に基づく
惑星形成論
奥住　聡　理学院

元素分離技術の革新と原子力で
カギとなるアクチノイド元素の
理解に基づき、使用済み核燃料
再処理と最終処分、福島第一原
子力発電所事故で発生したデブ
リや多様な廃棄物の安定固化と
いった難しい課題に取り組み、

エネルギー問題解決と福島復興・再生を目指
す。

元素分離の革新による
原子力諸課題の解決
中瀬　正彦　科学技術創成研究院

都市の拡大に伴う様々な課題に
対応するために、都市と気候の
相互作用に対する時空間スケー
ルでの科学的な理解が必要で
ある。私達は、気象モデルや地
理情報解析、機械学習を利用し
て、都市と気候の相互作用につ

いて全球規模で理解を深めることを目指して
いる。

グローバル都市気象学
VARQUEZ ALVIN CHRISTOPHER　
環境・社会理工学院

人工知能に代表される高度な先
端技術は、従来レガシー産業と
呼ばれている社会インフラ産業
にも導入が進められている。し
かし、先端技術を有効活用する
ためには高度な組織的・経営戦
略的マネジメントが必要であ

り、その方策を明らかにする。

先端技術による
社会インフライノベーション
池田　伸太郎　環境・社会理工学院

視覚障害、吃音（きつおん）、
ぼけなど、さまざまな障害や病
気とともに生きるとはどのよ
うなことか、当事者へのインタ
ビューにもとづき、質的に研究
している。この世に一つとして
同じ体はない。科学の普遍性を

尊重しつつも、その体ならではの個別性に光
を当てたい。

障害や病の当事者の身体感覚の研究
伊藤　亜紗　
科学技術創成研究院・リベラルアーツ研究教育院

20世紀は映画／テレビによっ
て映画スターやアイドルなど、
かつてとはまったく異なる有名
人が現れ、21世紀はインター
ネットを通じてYouTuber/
VTuberのような新たな有名人
が誕生した。メディアを媒介に

創り出される〈有名性〉とその映像文化を研究
している。

メディアが創り出す〈有名性〉の映像文化
北村　匡平　
科学技術創成研究院・リベラルアーツ研究教育院

学校の現場から学び、学校の現
場の声を聴くことを大切にして
教育学の研究に取り組んでい
る。特に、授業改革・学校改革
の主体である教の学びに関心を
寄せている。
単著の学術書として『教師の「専

門家共同体」の形成と展開―アメリカ学校改
革研究の系譜―』（2018年、勁草書房）。

教育政策・教育実践に関する学校改革研究
鈴木　悠太　リベラルアーツ研究教育院

栄養・食生活と体内時計の相互
作用を調べる時間栄養学を活用
して健康やパフォーマンスに及
ぼす影響をヒトレベルで明らか
にすることを目指している。最
近では、個人の生活習慣や遺伝
的背景も踏まえた個別化栄養学

の確立を目指して研究を進めている。

時間栄養学、個別化栄養学
髙橋　将記　
科学技術創成研究院・リベラルアーツ研究教育院

新しい情報技術やサービスと政治（選
挙）、メディア、社会の関係について、
政策分析、 歴史研究、定量的分析等
を中心に多角的に扱っている。 最近
はCOVID-19対策の政策過程や社会
的影響も研究。メディア実務や広報、
省庁や業界団体、自治体の有識者会

議などを通じて政策形成にも関わる。近著に『コロナ
危機の社会学』（2020年、 朝日新聞出版）。

新技術と選挙、メディア、政策の研究
西田　亮介　リベラルアーツ研究教育院

長期にわたる社会経済データ
ベース（特に人的資本・疾病関
連）を新たに構築し、適切に設
計した計量経済モデルの統計解
析を通じて、産業・社会ニーズ
に応じた制度設計、経済開発に
役立つ知見を提供する。

経済発展の過程における
人的資本形成のメカニズム
小笠原　浩太　工学院

数理最適化とは、複数の解候補
から何らかの指標の意味で最適
な解を求める手法をさす。より
汎用的な問題をより高速に解く
ための数理最適化技術を開発
し、錯綜した実社会に現れる複
雑な意思決定問題を数理最適化

を通して解決することを目指している。

数理最適化を通じた意思決定支援
小林　健　工学院

都市大気乱流と物質拡散の大規
模数値シミュレーション、街区
内気象要素の空間分布モニタリ
ング、フラックスタワー観測な
どのツールを複合的に用いて、
都市大気環境形成を支配する物
理機構の解明と、それに立脚し

た診断、予測、制御手法の確立を目指す。

都市大気環境の診断・予測・制御
稲垣　厚至　環境・社会理工学院

廃棄物や未利用バイオマスのリ
サイクルを中心に、廃棄物の発
生からその終着地である埋立地
までを対象に研究している。廃
棄物の分別における心理的要
因、分別を促進するデザイン、
リサイクルのための付加価値型

技術、埋立地の土壌還元などに注目している。

付加価値創造と心理分析によるリサイクル
高橋　史武　環境・社会理工学院
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実世界を認識し、行動を学習する
ロボットシステムの開発を進め
ている。ロボットは様々なセンサ
を用いてデータを集め、そこから
得られる知識や人とのインタラ
クションを通して最適な行動を
予測する。このための認識技術や

機械学習手法を研究している。

データ駆動型知能ロボティクス
金﨑　朝子　情報理工学院

偏微分方程式を関数解析，フーリ
エ解析等の手法を用いて研究し
ている。特に流体力学に現れる非
線形偏微分方程式の解の漸近的
な振る舞いや滑らかさの研究に
取り組んでいる。 

偏微分方程式の数学解析
三浦　英之　情報理工学院

熱力学的アプローチを超えた手
法 ―非熱平衡過程― を活用し、
新奇な非平衡定常状態の創出、平
衡相転移とは異なった非平衡相
変化の駆動、及び、異なる対称性
を有している競合相から成るド
メインエンジニアリングに基づ

いた高次機能性の創出を目指している。

非熱平衡過程を活用した
量子物性制御の科学
賀川　史敬　理学院

スピン量子数の小さな絶縁性磁
性体（量子スピン系）では、顕著
な量子効果により、古典スピン模
型では説明が難しい量子力学的
な基底状態や励起状態が生じる。
我々は量子スピン系の物質開拓
を行い、新奇な量子現象の発見・

解明を目指した研究に取り組んでいる。

新奇な量子現象を示す
量子スピン系物質の開拓
栗田　伸之　理学院

非常に強い透過性を持ち宇宙の
深淵からやってくる重力波を用
いて、宇宙の始まり・ダークマ
ターやダークエネルギーの正体
など宇宙の根本的な謎を解明す
るための理論研究を行っている。

重力波宇宙論
須山　輝明　理学院

原子を一層ずつ積み重ねる精緻
な薄膜合成を行い、分厚いバルク
物質では発現しない量子物性の
探索を行っている。特に、物質中
に現れる準粒子を用いて高エネ
ルギー物理で予言されている概
念を実証するとともに、実社会へ

の応用に向けた基礎研究を行っている。

極薄物質の量子表面界面ナノ物性の解明
平原　徹　理学院

超小型衛星やAIを駆使して宇宙
の爆発現象を探索し、その物理過
程の解明を目指している。現在は
2023年の打ち上げを目指して、
産学連携にて紫外線天文・地球観
測衛星"うみつばめ"を開発中。
天体観測技術は衛星航法や地球

観測等での応用が可能であり、基礎科学のみな
らず新宇宙産業の基盤技術創出にも貢献する。

超小型衛星で切り拓く
紫外線時間領域天文学
谷津　陽一　理学院

数理最適化は、例えば路線探索や
シフトスケジューリングへの計
算手法のように、多くの条件の下
での最適選択に数理的アプロー
チで解法を構築する。最適化解法
の基礎理論の解析や、実社会にお
ける様々な数理最適化問題への

解法の適用を行っている。

数理最適化理論の構築と応用
山下　真　情報理工学院

私の研究テーマはトポロジーで、
２と３と４次元の幾何的対象を
扱う分野である。主な手法は(メ
タ)べき零的なアプローチと、カ
ンドルという代数系である。３次
元的幾何構造や代数のコホモロ
ジーを用いたトポロジカルな発

展を目指している。

低次元トポロジーの代数的手法の新展開
野坂　武史　理学院

私たちは真空中にレーザー捕捉
された微小粒子の運動を極限的
に冷却し、原子・電子などの微小
粒子に対してよく成り立つ量子
力学が、どの程度大きな物体にま
で適用できるのか、を追究してい
る。また、この系をセンシングな

どへ応用する道も探っていく。

真空中の単一ナノ粒子による巨視的量子力学
相川　清隆　理学院

これまで半導体の研究を牽引し
てきた分子線エピタキシー成長
の手法をトポロジカル物質・強相
関物質等の新材料に適用し、非常
に高品質なエピタキシャル薄膜・
人工ヘテロ構造において現れる
新奇な量子輸送の学理を追求し

ている。

エピタキシー技術から新しい量子相の舞台へ
打田　正輝　理学院

生命システムは、情報処理・応答・
複製・進化といった、知的な挙動
を示す、非平衡で動的な物質系で
ある。その設計原理を解明する物
理学を展開するとともに、分子コ
ンピュータや人工細胞などの知
的な分子システムの実現を目指

している。

生命システムのような
知的な物質の情報生命物理学
瀧ノ上　正浩　情報理工学院

深層学習モデルは年々巨大化し
ており、スパコン上でしかでき
ない規模になってきている。
本研究では、世界初のGPUスパ
コンである東工大のTSUBAME
とそれを10年以上利用してきた
ノウハウを活かし、最大規模の

分散並列深層学習を行う。

TSUBAMEを用いた大規模並列深層学習
横田　理央　学術国際情報センター

数理統計や数理最適化などを理
論の軸に、多種多様な実データ
を解析するための手法の開発を
行っている。特に、最近は疫学、
医療データを対象として実際に
開発した手法を適用させたデータ
解析の実践も行っている。

統計解析手法の開発および実践
川島　孝行　情報理工学院

無線通信におけるポスト5Gの
ように近年信号処理は大規模化、
高性能化、高速化が求められて
いる。統計力学、情報理論、深
層学習の各アプローチを融合す
ることで次世代信号処理アルゴ
リズムの開発を行うと共に理論

の深化を目指している。

大規模信号処理のための理論深化と応用
髙邉　賢史　情報理工学院
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